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は  し  が  き 
 
市民の皆様には、消防業務に対し深い御理解と御協力をいただき厚くお礼申し上げ 

 
ます。 

 
近年の社会経済の著しい進展に伴い各種災害は複雑多様化され、人命危険と社会不 

 
安が増大し、防災上新たな課題となっております。 

 
このような情勢下において、我々消防機関は、市民の皆様が安全で安心な暮らしが 
 

できるよう、より一層消防力の充実と技術の向上を図り、各種災害に対処していく所 
 
存です。 
 
この年報は、令和２年度における上尾市消防現勢と諸般の資料を収録したもので、 

 
今後の消防行政の参考に資するとともに、消防業務の実情を広く紹介することを目的 
 
に編集いたしました。 

 
内容につきましては、施設及び人員に関しては令和３年４月１日現在で、その他 

 
は原則として会計年度で収録してありますが、火災、救急等については暦年で作成し 
 
てあります。 

 
この年報により、消防業務についてなお一層の認識を深められ、防火、防災体制の 

 
確立を図り、住み良い上尾市を築くため、特段の御協力をお願いいたします。 
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市  章 

 

図案の意味 
 

上尾の「ア」の頭文字を鋭く描いて、進展の象徴とし 
 

円形は円満・団結を表現したものです。 
 

昭和４１年７月１日制定 
 
 
 
 

上尾市イメージマーク アッピ― 
 

                   
  

あげおの「ア」、上尾の向上を意味する「アップ」、さらに幸せの 
「ハッピー」を合わせた「アッピ－」です。 

 
 
 
 

 上尾市民憲章 
  （昭和６３年７月１５日制定） 

 
私たち上尾市民は、武蔵野の美しい自然と豊かな歴史 

と伝統にはぐくまれた郷土に誇りと責任を持ち、人間性 
あふれた明るく住みよいまちを築くため、ここに憲章を 
定めます。 

 
私たちは 
一 ふれあいを大切にし、あたたかい上尾をつくります。 
一 体をきたえ、活気ある上尾をつくります。 
一 きまりを守り、美しい上尾をつくります。 

       一 仕事にはげみ、豊かな上尾をつくります。 
一 教育・文化を高め、国際感覚を養い、未来をひらく 

      上尾をつくります。 



 
上尾市スポーツ都市宣言         上尾市非核平和都市宣言 

（昭和５１年５月２日宣言）                     （昭和６０年８月１５日宣言） 

 
緑豊かな美しい自然、明るく健康的で人間性      世界の恒久平和と安全は、人類共通の願いで 

 

豊かなまちは私たちみんなの願いです。        ある。 
 

  私たち上尾市民はひとりひとりがスポーツに      しかし、今なお、多くの核兵器が造られ、世 
 

親しみ、スポーツを通じて心と体をたくましく     界の各地で武力紛争や戦争が絶えない。 
 

鍛え、市民相互の交流と連帯感を育くみ、創造      わが国は、世界の唯一の被爆国として、全世 
 

的で人間性あふれる上尾市を築くため、ここに     界の人々に被爆の恐ろしさ、被爆の苦しみを訴 
 

スポーツ都市の宣言をします。            え、再びこの地球上に被爆の惨禍を繰り返させ 
 

                           てはならない。 
 

一 すべての市民がスポーツに親しみ、たくま      われわれは、生命の尊厳を深く認識し、わが 
 

しい心と体をつくりましょう。           国の非核三原則が完全に実施されることを願 
 

一 すべての市民がスポーツの仲間をつくり、     い、すべての核保有国に対し、核兵器の廃絶と 
 

友情と連帯の輪を広げましょう。          軍備縮小を求めるものである。 
 

一 すべての市民がスポーツを生活にとり入      よって､被爆 40 周年に際し､上尾市は戦争の 
 

 れ、創造性と人間性あふれるまちづくりをす     ない、住みよいあすの世界を願い､ここに「非 
 

すめましょう。                  核平和都市」の宣言をする。 
 

  
 
 

上尾市人権尊重都市宣言        上尾市子ども憲章 
（平成７年１０月３日宣言）                   （平成１５年１０月１日制定） 

 
日本国憲法は、すべての国民に基本的人権を      わたしたちは自然・伝統・文化を大切にし、 

 

 保障しています。                  豊かな未来をつくりあげるために、ここに「上 
 

  しかし、私たちを取り巻く現実の社会には、     尾市子ども憲章」を定めます。 
 

 同和問題をはじめ障害のある人や女性に対する 
 

 差別など、基本的人権にかかわる問題が依然と     ゆめ 
 

 して存在しています。                 夢や希望に向かって、何事にも積極的にチャ 
 

  私たち上尾市民は、あらゆる差別をなくし、      レンジします。 
 

 一人ひとりが人権を尊重し合い自由と平等にあ     いのち 
 

 ふれた平和で明るい社会を築くため、ここに上      力強く大地に根を張って、一つ一つの命を大 
 

 尾市を「人権尊重都市」として宣言します。       切にします。 
 

                           思いやり 
                            やさしさと思いやりの心を持って、ふれあい 
 一 お互いに相手の立場にたって考え、思いや      の輪を広げます。 
 

  りの心を育てましょう。 
 

 一 人種や民族、家柄、地位、学歴、職業など 
 

  にこだわらない人間交流を深めましょう。 
 

 一 家庭や地域、学校、職業などあらゆる生活 
 

  の場で、人権を尊重する豊かな心をもった社 
 

会づくりに努めましょう。 
 



令和２年度 主な活動 
    

５月 １日      消防協力者表彰式 

７月 １日      埼玉県内オンラインEXSP 
～市町村職員採用情報まるわかり！～（Web開催） 

 ７月１７日      普通救命講習Ⅰ 
７月２２日      消防協力者表彰式 
８月 ４日      消防協力者表彰式 
８月１１日      上尾市消防職員採用説明会 
８月１９日 実技救命講習 
８月２９日 火災予防イベント（車両展示・アリオ上尾） 
９月 ５日      普通救命講習Ⅰ   
９月２３日～２５日  荒川水難救助訓練  

   ９月２８日～３０日  荒川水難救助訓練    
  １０月 １日～ ２日  荒川水難救助訓練 

１０月１１日      火災予防イベント（車両展示・アリオ上尾） 
１０月２４日      普通救命講習Ⅰ 
１０月２９日      普通救命講習Ⅲ 
１１月 １日 九都県市合同防災訓練（川口市） 
１１月 ９日～１５日  秋季火災予防運動・広報活動 
１１月 ９日      秋季火災予防運動・火災予防街頭キャンペーン（上尾駅） 
             上尾伊奈防火安全協会合同 
１１月１８日      自衛消防実務研修会 
１２月２１日 普通救命講習Ⅰ 
１１月２８日      埼玉県消防合同職業セミナー（さいたま市） 
１２月 ２日      消防協力者表彰式 
１２月１７日～１８日  土砂風水害機動支援部隊合同訓練（さいたま市）  

１２月１９日      普通救命講習Ⅰ 
１２月２５日～３１日  歳末火災特別警戒  
１２月２７日      歳末火災特別警戒・市長巡視 
１月２７日      埼玉県消防長会消防職員意見発表会（消防学校） 
１月３０日      普通救命講習Ⅰ 
２月３０日      普通救命講習Ⅰ 
３月 １日～ ７日  春季火災予防運動・広報活動 
３月 ６日      普通救命講習Ⅰ 
３月１９日      普通救命講習Ⅲ 
 

※新型コロナウイルス感染症防止対策を講じて活動いたしました。 
 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     

秋季火災予防運動・火災予防街頭キャンペーンの様子 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
上尾市消防職員採用説明会の様子 

令和２年度 中止した活動 
・消防長特別研修 
・夏休み一日消防士 
・上尾・伊奈合同消防特別点検 
・消防出初式 
 
新型コロナウイルス感染症防止の観点から、上記以外の活動も中止となりました。 
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上 尾 消 防 の あ ゆ み 

昭和３０年 １月 １日  上尾町、平方町、原市町、大石村、上平村、大谷村の３町３村を合併し、 
上尾町連合消防団として発足、連合消防団長に八木信一氏が就任、４８ 

             分団に区分し、常備消防団員２名、消防団員８７３名、水槽付消防ポン

プ自動車１台、消防ポンプ自動車５台、三輪車２台、可搬式動力ポンプ

３８台、腕用ポンプ２台をもって業務を開始する。 
昭和３３年 １月３１日  第一分団消防ポンプ自動車を更新する。 
        ３１日  連合消防団長に下里金太郎氏が就任する。 

４月 １日  消防機構改革を行い、名称を上尾町消防団に改め８分団に縮小、常備 
             消防団員４名、消防団員１６３名、消防ポンプ自動車７台、可搬式動力

ポンプ１台とし、初代消防団長に下里金太郎氏が就任する。 
      ７月１５日  市制施行に伴い、名称を上尾市消防団に改める。 
     １２月２２日  第七分団消防ポンプ自動車更新する。 
昭和３６年１０月２７日  第四分団消防ポンプ自動車更新する。 
     １１月２５日  消防団長に中村利男氏（第２代）が就任する。 
昭和３７年１１月２０日  上尾市消防団本部指令車（ニッサン・ブルーバード）を配備する。 
昭和３８年 ２月２５日  第八分団消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
昭和４０年 ４月 １日  上尾市大字上尾宿２６３番地に消防本部並びに消防署を開設し、水槽付

消防ポンプ自動車（いすゞ）１台を配備し、職員１８名をもって発足す

る。 
         １日  初代消防長に桜井安太郎が就任する。 
      ６月 １日  消防職員４名を採用、２２名となる。 
      ７月１５日  上尾市上町二丁目１４番１９号に新庁舎完成（鉄筋コンクリート造２階 
             一部３階建、敷地面積1204.50㎡、建築面積373.786㎡、延面積704.679 
             ㎡）により移転、業務を開始する。 
      ９月 １日  消防職員２名を採用、２４名となる。 
     １１月 １日  消防職員２名を採用、２６名となる。 
     １２月 １日  消防職員１名を採用、２７名となる。 
         ２日  消防署に化学消防ポンプ自動車（いすゞ）を配備する。 
         ２日  第二分団消防ポンプ自動車（ニッサン・パトロール）更新する。 
        １５日  消防団長に平野博通氏（第３代）が就任する。 
昭和４１年 ４月 １日  消防職員８名を採用、３５名となる。 
     １０月 １日  消防署に東消型救急車（トヨタ）を配備し、救急業務を開始する。 
     １１月 １日  消防用無線電話超短波無線局を開局する。基地局、車載無線機２基、携

帯無線機１基をもって運用開始する。 
     １２月１５日  消防職員１名を採用、３６名となる。 
昭和４２年 ３月 １日  ４連救助梯子、空気呼吸器、エンジンカッター等の救助器具を装備する。 
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昭和４２年 ４月 １日  消防職員３名を採用、３９名となる。 
１８日  日本損害保険協会より消防ポンプ自動車（ニッサン・ジュニア）の寄贈 

              を受ける。（火災保険号） 
      ９月 １日  消防本部に指令車を配備する。 
     １０月１１日  全国消防長会関東支部主催第１１回火災予防並びに火災原因調査研究

発表会に埼玉県消防長会代表として消防司令補岡田伸治を派遣する。 
        １６日  消防職員１名を採用、４０名となる。 
        ２２日から２７日まで第２２回秋季国民体育大会主競技場の消防警戒を実施する。 
     １１月 ４日から５日まで第３回全国身体障害者スポーツ大会の消防警戒を実施する。 
昭和４３年 ６月 １日  消防職員１名を採用、４０名となる。              
      ８月３０日  全国消防長会関東支部主催第１２回火災予防並びに火災原因調査研究 
             発表会に埼玉県消防長会代表として消防士長日吉孝を派遣する。 
      ９月 １日  消防職員１名を採用、４０名となる。 
     １１月１３日  第五分団消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
     １２月２１日  原市ＡＢ、尾山台ＡＢ、シラコバト、富士見、西上尾各団地電話１１９ 
             番を集中方式とする。 
昭和４４年 １月 １日  消防職員１名を採用、４１名となる。 
      ５月１６日  消防署に防災車５２１型貨物自動車（ダットサン）を配備する。 
      ７月１０日  全国消防長会関東支部主催第１３回火災予防並びに火災原因調査研究 

発表会に埼玉県消防長会代表として消防士長小川和雄を派遣する。 
        １５日  埼玉県石油商業組合上尾支部（上尾班）より予防車（トヨペット・コ 
             ロナ）の寄贈を受け、消防本部予防係に配備する。 
      ８月 １日  消防職員１名を採用、３９名となる。 
     １２月１７日  消防署に水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン）を配備する。 
昭和４５年 ２月 ２日  消防長桜井安太郎氏市防災課長に転出し、後任消防長に天野正三（第２ 
             代）が就任する。 
      ４月 １日  消防職員２名を採用、４１名となる。 
      ８月 １日  消防職員１名を採用、４２名となる。 
        ２０日  第６回埼玉県消防操法大会が上尾運動公園で開催され、消防団第五分団 
             が出場し、消防ポンプ自動車の部で第３位となる。 
     １０月 １日  望楼監視用テレビカメラ（コンソールデスク付き）を望楼上に取り付け 
             る。 
     １１月２４日  消防職員１名を採用、４３名となる。 
     １２月１７日  消防署に１８ｍ級はしご付消防自動車（ニッサンディーゼル）を配備す

る。 
昭和４６年 ２月 １日  消防職員２名を採用、４５名となる。 
        １８日  第七分団消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
      ５月 １日  消防職員１名を採用、４６名となる。 

 ８月１０日  第一分団消防ポンプ自動車（いすゞ）更新する。 
－２－ 



昭和４６年 ９月 １日  消防職員１名を採用、４７名となる。 
２１日   第三分団車庫・詰所を上尾市大字谷津字本村１２３番地５８に新築移転 

             する。 
     １０月１５日  消防職員１名を採用、４８名となる。 
     １２月 １日  消防職員１名を採用、４９名となる。 
昭和４７年 ３月３１日  通信指令室に消防通信指令装置を設置する。 
      ４月 １日  消防職員６名を採用、５５名となる。 
      ７月２８日  埼玉県・上尾市共催による総合防災訓練を上尾市浅間台第七公園で実施 
             する。 
      ８月 １日  消防職員１名を採用、５４名となる。 
        １８日  第７回埼玉県消防操法大会が上尾運動公園において開催される。 
     １０月１０日  救急車車庫、鉄骨造平屋建27.945㎡、及び待機室鉄筋コンクリート造  
             平屋建76.656㎡を増築する。 
        ２７日  消防署に救急車３Ｂ型（ニッサン・シビリアン）を配備する。 
昭和４８年 ４月 １日  消防職員１４名を採用、６６名となる。 
      ８月２０日  市防災課よりアルミ製折りたたみ救助艇２艇、トーハツ船外機Ｂ１８ 
             Ａ２型２基、救助網２張の管理委託を受ける。 
昭和４９年 ３月 １日  消防団長平野博通氏、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 
      ４月 １日  上尾市大字中分７８番地に西分署を開署する。水槽付消防ポンプ自動車

１台、救急車１台、職員２１名をもって業務を開始する。 
         １日  消防職員１４名、女子事務吏員２名を採用、８２名となる。 
      ６月２７日  消防本部警防課、西分署に連絡車（ニッサン・バイオレット）２台を 
             配備する。 
     １０月１５日  消防署に高さ３０ｍ監視用テレビ塔完成する。既設望楼を解体する。 
        ３１日  消防無線に市町村波を追加し、チャンネル式無線機（移動局６基、携帯 
             無線機１基）を配備し、４基をチャンネル式にする。 
     １１月１５日  西分署水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
        ２５日  西分署に救急車３Ｂ型（ニッサン・シビリアン）を配備する。 
昭和５０年 ４月 １日  消防職員１９名を採用、１０１名となる。 
         １日  第二分団車庫・詰所を上尾市仲町一丁目１０番３号に移転する。 
        ２６日  消防本部に指令車（ニッサン・スカイライン）を配備する。 
     １０月２２日  第四分団、第六分団消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
     １１月１９日  西分署に消防ポンプ自動車（ニッサン）を配備する。 
     １２月２４日  消防署に化学消防ポンプ自動車（ニッサン）を配備する。 
昭和５１年 ４月 １日  消防団長に大谷喜一氏（第４代）が就任する。 
     １０月１５日  消防本部に予防車（ニッサン・スカイライン）を配備する。 
     １１月 １日  消防長天野正三氏退職、後任消防長に上尾市長友光恒（第３代）が就任

する。 
    １５日  消防署に車庫及び物置が完成する。 

－３－ 



昭和５２年 ４月 １日  消防職員５名を採用、１０４名となる。 
１１月 １日  西分署にＡ塔高さ１５ｍ、Ｂ塔高さ７ｍ、塔間１６ｍの訓練塔が完成 

             する。 
     １２月 ６日  第八分団消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
        ２０日  消防署消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
        ２５日  第五分団車庫・詰所を上尾市大字菅谷字西中通２５７番地１に新築              

移転する。 
昭和５３年 ２月２３日  消防署に救助工作車（ニッサン）を配備する。 
      ４月 １日  消防職員１０名を採用、１１２名となる。 
      ８月 １日  第四分団車庫・詰所を上尾市大字原市７７９番地に移転する。 
     １０月１７日  第三分団消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
昭和５４年 ３月１５日  消防署に救急車２Ｂ型（トヨタ・ハイエース）を配備する。 
        ２２日  東分署に水槽付消防ポンプ自動車（いすゞ・フォワード）を配備する。 
      ４月 １日  上尾市大字瓦葺１１３９番地に東分署を開署する。水槽付消防ポンプ自

動車１台、救急車１台、職員２１名をもって業務を開始する。 
         １日  消防職員１１名を採用、１２２名となる。 
      ５月 １日  消防職員１名を採用、１２３名となる。 
      ７月１４日  東分署に連絡車（ニッサン・ブルーバードバン）を配備する。 
        １８日  信和デジタル機器㈱より救急車２Ｂ型（トヨタ・ハイエース）の寄贈を 
             受け、東分署に配備する。 
昭和５５年 １月 １日  上尾市長友光恒氏消防長兼務を解き、後任消防長に野原竹次郎（第４             

代）が就任する。 
      ４月 １日  消防職員９名を採用、１３０名となる。 
     １１月２９日  東分署に消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）を配備する。 
     １２月 ３日  消防署に緊急物資輸送車（ニッサン・バイソン１．５ｔ）を配備する。 
昭和５６年 ２月１４日  西分署所在地、町名地番変更に伴い、上尾市中分一丁目１５番地の２と 
             なる。 
      ４月 １日  消防職員５名を採用、１３３名となる。 
      ６月１４日  第一分団車庫・詰所を上尾市上町一丁目７番１号に新築移転する。 
      ８月２２日  第二分団消防ポンプ自動車（ニッサン）更新する。 
     １１月 １日  消防長野原竹次郎氏退職、後任消防長に河村吉之助（第５代）が就任す

る。 
        ２５日  西分署に救急車２Ｂ型（トヨタ・ハイエース）を配備する。 
昭和５７年 ５月１９日  第四分団車庫を改築する。 
      ７月 １日  消防職員定数条例改正、１６５名となる。 
         １日  警防車（トヨタ・カローラバン）更新する。 
昭和５８年 ４月 １日  消防職員１７名（女性消防士２名）を採用、１５０名となる。 

２２日  全国消防長会関東支部主催第６回意見発表会に埼玉県消防長会代表と 
して、消防士小島浩志を派遣する。 

－４－ 



昭和５８年 ８月１９日  全国消防協会主催第１２回全国消防救助技術大会（ほふく救出）に関 

             東地区代表として、川鍋、土屋、設永各消防士が出場する。 

     １０月１４日  指令車（ニッサン・グロリア）更新する。 

     １１月 １日  上尾市消防本部組織規則及び消防署組織規程を改正する。 

         １日  消防本部・消防署庁舎を上尾市大字上尾村５３７番地に新築移転する。 

             鉄筋コンクリート造２階建、敷地面積 7768.8 ㎡、延面積 2689.0６㎡、

付属施設訓練塔Ａ塔１０階建 29.5ｍ、Ｂ塔３階建 10.2ｍをもって業務

を開始する。 

         １日  消防職員１名を採用、１５１名となる。 

         １日  消防無線に救急波を追加し、救急無線を独立させる。 

         １日  第五分団消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 

     １２月１０日  消防署はしご付消防自動車（ニッサンディーゼル・４６ｍ級）更新する。 

昭和５９年 ３月２５日  消防本部・消防署庁舎敷地内に耐震性防火水槽（１００㎥）を設置する。 

      ４月 １日  消防職員１１名を採用、１５８名となる。 

      ５月１４日  市児童障害課より業務委託を受け聴覚障害者用緊急通報ファクシミリ 

             を設置する。 

        ２３日  上尾ライオンズクラブより業務用バイク（ホンダ・ジョイ）の寄贈を 

             受ける。 

      ７月 ４日  西分署連絡車（トヨタ・ランドクルーザー）更新する。 

      ９月２５日  第七分団車庫・詰所を上尾市大字平方１００６番地１に新築移転する。 

昭和６０年 ２月 ８日  日本消防協会より表彰旗（消防団）を授与される。 

      ３月 ６日  消防庁長官より竿頭綬（消防本部・署・消防団）を授与される。 

         ６日  消防団長大谷喜一氏消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

      ４月 １日  消防職員５名を採用、１６３名となる。 

      ８月 ６日  第１回夏休み一日消防士を実施し、小学４～６年生７０名参加する。 

      ９月３０日  日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車（三菱）の寄贈を受け、

西分署に配備する。 

     １０月１２日  予防車（ニッサン・ホーミーロングバン）更新する。 

        １２日  上尾中央ライオンズクラブより予防査察指導車（ダイハツ・ハイゼット） 

             の寄贈を受ける。 

     １１月２２日  上尾ライオンズクラブ及び上尾中央ライオンズクラブより、火災予防 

             横断幕２枚の寄贈を受ける。 

昭和６１年 ２月 １日  西分署改装工事（外装）を行う。 

      ３月２５日  第七分団消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 

 ９月 １日  上尾西ロータリークラブより業務用バイク（ホンダＡＦ１３）の寄贈 

             を受ける。 

昭和６２年 ４月 １日  消防職員定数条例改正、２００名となる 
    １日  消防職員7名を採用、１６８名となる。 
 

－５－ 



昭和６２年 ４月２３日  全国消防長会関東支部主催第１０回意見発表会に埼玉県消防長会代表

として、消防士中山一之を派遣する。 
     １０月 １日  消防職員１名を採用、１６８名となる。 
         ２日  第一分団消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
        ２３日  第１回市内事業所屋内消火栓操法大会を実施し、２６事業所、４１隊 
             が出場する。 
        ２３日  上尾商工会議所より屋内消火栓操法大会用優勝杯の寄贈を受ける。 
        ２８日  消防署救急車２Ｂ型（ニッサン・キャラバン）更新する。 
     １１月 ８日  上尾西ロータリークラブより消防団操法大会用優勝旗の寄贈を受ける。 
昭和６３年 ２月 ２日  第八分団車庫・詰所を上尾市大字向山５０番地４に新築移転する。 
      ３月１７日  南分署に水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン・コンドル）を配備する。 
        ２５日  上尾市大字大谷本郷９０８番地８に南分署完成、同敷地内に耐震性防火 

水槽（２０㎥）を設置する。 
        ２６日  上尾ライオンズクラブより火災予防横断幕の寄贈を受ける。 
      ４月 １日  消防職員１１名を採用、１７７名となる。 
        １５日  南分署を開署する。はしご付消防自動車１台を配備し、水槽付消防ポン

プ自動車１台、職員１５名をもって業務を開始する。 
      ６月１６日  上尾武蔵ライオンズクラブより広報車（トヨタ・カローラバン）の寄贈 
             を受ける。 
      ７月２６日  日本消防協会より救急車２Ｂ型（ニッサン・キャラバン）の寄贈を受け、 
             南分署に配備する。 
      ８月２４日  南分署に連絡車（ダイハツ・ハイゼット）を配備する。 
     １０月２３日  上尾中央ライオンズクラブより屋内消火栓操法大会用優勝旗の寄贈を 
             受ける。 
     １１月２７日  緊急物資輸送車（ニッサン・コンドル）更新する。 
平成 元年 ３月２９日  東分署用救急車２Ｂ型（ニッサン・キャラバン）更新する。 

４月 １日  消防長河村吉之助氏退職、後任消防長に豊村賢一（第６代）が就任する。 
         １日  消防職員１１名を採用、１８８名となる。 
         １日  南分署救急業務開始する。 
         １日  消防団長に山田滋男氏（第５代）が就任する。 

２９日  前消防団長大谷喜一氏、藍綬褒章を授与される。 
      ６月 ９日  上尾北ロータリークラブより可搬式ウインチ１台の寄贈を受ける。 

 ７月１１日  東分署連絡車（ニッサン・ブルーバードバン）更新する。 
 ９月 ６日  救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令（昭和６１年省令第 

             ２２号）に基づき、救助資器材を配備する。 
７日  （株）旭計器より連絡車（ホンダ・アスコット）の寄贈を受ける。 

１１月 １日  市老人福祉課より業務委託を受け、緊急通報システム（ペンダント方式） 
             を設置する。 

７日  西分署改修工事（内装）を行う。 
－６－ 



平成 元年１２月２０日  上尾西ロータリークラブより可搬式ウインチ１台の寄贈を受ける。 
        ２６日  南分署に消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）を配備する。 
平成 ２年 ３月 ８日  消防団長山田滋男氏、消防副団長三澤春樹氏、消防副団長深山英孝氏 
             消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 
      ４月 １日  上尾市消防職員の階級及び名称に関する規則の一部改正を行い、消防長 
             の階級を消防正監とする。 
         １日  消防職員７名を採用、１９５名となる。 
        ２０日  上尾北ロータリークラブより火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 
      ８月２４日  全国消防協会主催第１９回全国消防救助技術大会（溺者搬送）に関東地

区代表として、田島（孝）、菊池（寛）消防士が出場する。 
     １０月１１日  第六分団消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
        １７日 上尾・伊奈危険物防火安全協会より屋内消火栓操法大会用準優勝杯             

の寄贈を受ける。 
        ２４日  上尾西ロータリークラブより火災予防横断幕の寄贈を受ける。 
        ２９日  西分署消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
     １２月２０日  消防署化学消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼル化Ⅱ型）更新する。 
平成 ３年 １月 １日  埼玉県に防災航空隊が発足し、消防士長羽成洋一を派遣する。 
      ３月１８日  日本損害保険協会より救急車２Ｂ型（ニッサン・キャラバン）の寄贈  
             を受け、西分署に配備する。 
        ２０日  消防署に資機材用倉庫（鉄骨造２階建、延面積137.60㎡）が完成する。 
      ４月 １日  消防職員５名を採用、１９７名となる。 
         １日  消防団長に三澤春樹氏（第６代）が就任する。 
      ８月２８日  全国消防協会主催第２０回全国消防救助技術大会（障害突破）に関東地

区代表として、矢部（千）副士長、浜田、中山、古川、長島（孝）消防

士が出場する。 
      ９月３０日  警防車（いすゞ・ファーゴ）更新する。 
        ３０日  第四分団消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
     １０月１７日  指令車（ニッサン・セドリック）更新する。 
        ２８日  南分署はしご付消防自動車（ニッサンディーゼル・３０ｍ級）更新する。 
平成 ４年 ２月２８日  第六分団車庫・詰所を上尾市大字小泉７４５番地１に新築移転する。 

３月 ４日  参事兼次長粕谷正之助、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 
２５日  東分署改修工事（内装・外装）を行う。 

      ４月 １日  消防長豊村賢一氏市福祉部長に転出し、後任消防長に粕谷正之助（第７

代）が就任する。 
         １ 日  消防職員３名を採用、１９８名となる。 

５月１８日  上尾・伊奈危険物防火安全協会より火災予防横断幕の寄贈を受ける。 
 ６月１２日  上尾北ロータリークラブより、火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 
８月２８日  全国消防協会主催第２１回全国消防救助技術大会（溺者搬送）に関東 

地区代表として、田島（孝）士長、大野消防士が出場する。 
－７－ 



平成 ４年 ９月２４日  第八分団消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
     １１月 ３日  元消防団長平野博通氏、勳五等双光旭日章を授与される。 
        １９日  消防署消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
        ２５日  上尾西ロータリークラブより火災予防懸垂幕、横断幕の寄贈を受ける。 
     １２月１５日  上尾ライオンズクラブより火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 
平成 ５年 １月２９日  救助工作車（ニッサンディーゼル）更新する。 
      ３月 ５日  上尾ライオンズクラブより予防車（ニッサン・ホーミーロングバン）の 
             寄贈を受ける。 
      ４月 １日  消防職員定数条例改正、２３０名となる。 
         １日  消防職員６名を採用、２０４名となる。 
         １日  埼玉県防災航空隊に消防士長野本幸一を派遣する。 
      ８月２０日  全国消防協会主催第２２回全国消防救助技術大会（障害突破、はしご登

はん）に関東地区代表として、羽成、矢部（千）士長、中山、清水（孝）、

鈴木（康）、古川、伊藤、長島（孝）、白石、小澤（康）、岡﨑消防士が

出場する。         
      ９月２０日  第三分団消防ポンプ自動車（いすゞ・エルフＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
     １１月 ９日  上尾ライオンズクラブより火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 
     １２月２８日  上尾西ロータリークラブより火災予防懸垂幕、横断幕の寄贈を受ける。 
平成 ６年 ２月 １日  東分署水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼル）更新する。 
        ２１日  北分署に水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼル）を配備する。 
        ２５日  北分署に連絡車（ニッサン・アベニール）を配備する。 
        ２５日  上尾市大字上１５７３番地の１に北分署完成、同敷地内に耐震性防火 
             水槽（４０㎥）を設置する。 
      ３月２８日  第四分団車庫・詰所を上尾市大字原市７７９番地１に新築する。 
      ４月 １日  消防職員１４名を採用、２１８名となる。 
         １日  北分署を開署する。水槽付消防ポンプ自動車１台、連絡車１台、職員１

５名をもって業務を開始する。 
      ７月２８日  西分署連絡車（トヨタ・カローラバン）更新する。 

８月２５日  全国消防協会主催第２３回全国消防救助技術大会（障害突破）に関東地

区代表として中山士長、清水（孝）、古川、長島（孝）、伊藤消防士が出

場する。 
９月２８日  上尾中央ライオンズクラブより査察指導車（トヨタ・カルディナバン）   

             の寄贈を受ける。 
１０月２８日  上尾ライオンズクラブより火災予防横断幕の寄贈を受ける。 

平成 ７年 １月１８日  第二分団車庫・詰所の増築を行う。 
 ２月２７日  消防署救急車を高規格救急車（ニッサン・パラメディック）に更新する。 
３月 １日  上尾市助役小池甫氏、消防長事務取扱となる。 

    ８日  上尾西ロータリークラブより火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 
        ２７日  通信指令室及び図書室の改修工事を行う。 

－８－ 



平成 ７年 ４月 １日  消防職員９名を採用、２２６名となる。 
         １日  消防長粕谷正之助氏退職、後任消防長に倉谷孝一郎（第８代）が就任 
             する。 
         １日  北分署救急業務を開始する。 
      ５月３０日  高規格救急車の愛称を一般募集し、Ａ―ＨＥＡＲＴ（エー・ハート）に 
             決まる。 
      ９月 ５日  緊急消防援助隊（県外応援可能部隊）に消火隊１隊、救急隊１隊を登録

する。 
１０月 １日  消防本部発足３０周年記念式典並びに消防フェアを上尾市民体育館に             

て開催する。 
     １１月 ２日  第二分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
        １０日  東分署消防ポンプ自動車（ＭＸ－Ⅰ、ＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
        ２９日  西分署救急車を高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）に更新する。 
     １２月１３日  北分署に消防ポンプ自動車（ＭＸ－Ⅰ、ＣＤ―Ⅰ型）を配備する。 
        １８日  消防署水槽付消防ポンプ自動車（ニッサン・コンドル）更新する。 
平成 ８年 ３月１４日  南分署連絡車（ニッサン・アベニール）更新する。 
        １８日  上尾西ロータリークラブより防火掲示板の寄贈を受ける。 
        ２５日  通信指令装置（消防緊急通信指令施設）更新する。 
      ４月 １日  消防職員６名を採用、２３０名となる。 
         １日  埼玉県消防学校に消防司令補嶋村睦夫を派遣する。 
      ５月 ８日  彩の国レスキュー隊に救助隊を登録する。 
        ２９日  消防署広報車（ニッサン・ＡＤバン）更新する。 
     １０月 ９日  上尾ライオンズクラブより防火掲示板の寄贈を受ける。 
     １１月１５日  南分署消防ポンプ自動車（ニッサン・コンドルＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
     １２月１６日  南分署救急車を高規格救急車（トヨタ・ハイメディック４ＷＤ）に更 
             新する。 
平成 ９年 ２月１４日  日本消防協会より竿頭綬（消防団）を授与される。 

３月 ５日  副参事兼総務課長大川原富夫、消防庁長官より永年勤続功労章を授与さ  
             れる。 
      ８月２２日  全国消防協会主催第２６回全国消防救助技術大会（複合検索）に関東地

区代表として、富永消防士が出場する。 
 ９月２１日  消防フェアを上尾市民体育館にて開催する。 
１０月２２日  消防署積載車（ニッサンディーゼル）更新する。 
１１月２０日  上尾北ロータリークラブより火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 

平成１０年 ３月 ７日  南分署長大川一夫、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 
         ７日  消防団長三澤春樹氏、消防庁長官より功労章を授与される。 
      ４月 １日  消防長倉谷孝一郎氏退職、後任消防長に日吉孝（第９代）が就任する。 
         １日  消防職員３名を採用、２２９名となる。 
         １日  埼玉県消防学校に消防士長田島孝一を派遣する。 

－９－ 



平成１０年 ４月 １日  埼玉県内における携帯電話による１１９番等通報受信・転送業務を開始 
             する。 
      ８月２１日  消防本部連絡車（トヨタ・プリウス）更新する。 
        ２８日  全国消防協会主催第２７回全国消防救助技術大会（ロープ応用登はん、

はしご登はん）に関東地区代表として、関矢（富）士長、加藤（光）消

防士、岡﨑士長が出場する。 
     １０月 １日  第五分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
平成１１年 ３月 ４日  東分署救急車を高規格救急車（ニッサン・エルグランド）に更新する。 
         ５日  参事兼消防署長小川和雄、副参事兼予防課長渡辺義雄、副参事兼副署長 
             鴨田和征、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 
        １０日  災害派遣隊用装備品（エアーテント、移動型倉庫他）を配備する。 
        １９日  三井金属鉱業株式会社より水難救助用沈錘の寄贈を受ける。 
      ４月 １日  自治省消防庁（予防課設備係）に消防士長矢部広巳を派遣する。 
         １日  埼玉県防災航空隊に消防士長設永豊を派遣する。 
        １０日  上尾北ロータリークラブより火災予防横断幕の寄贈を受ける。 
      ７月 ６日  上尾西ロータリークラブより火災予防横断幕の寄贈を受ける。 
      ８月１９日  全国消防協会主催第２８回全国消防救助技術大会（ロープ応用登はん、

はしご登はん、引揚救助）に関東地区代表として、関矢（富）士長、加

藤（光）消防士、岡﨑士長、永塚、三ノ丸、下栃棚、神田、栁川消防士

が出場する。 
      ９月 １日  七都県市合同防災訓練埼玉会場が、平方スポーツ広場をメインとし上平 
             公園・平方上宿会場にて分散型訓練を実施する。 
     １０月 ３日  消防フェアを上尾市民体育館にて開催する。 
     １１月２０日  上尾中央ライオンズクラブより火災予防横断幕の寄贈を受ける。 
平成１２年 １月２６日  上尾中央ライオンズクラブより火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 

２月１４日  西分署水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼル）更新する。 
      ３月 ８日  警防課長高橋幸男、南分署長小川修司、消防庁長官より永年勤続功労 

章を授与される。 
４月 １日  自治省消防庁（消防課消防団係）に消防士長保坂久を派遣する。 

    １日  埼玉県消防学校に消防士長濵田実を派遣する。 
 ８月１８日  全国消防協会主催第２９回全国消防救助技術大会（引揚救助、障害突破）

に関東地区代表として、永塚、三ノ丸副士長、下栃棚、神田、栁川消防

士、白石副士長、小澤（康）、金子、石附、永田消防士が出場する。 
 ９月２６日  第七分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
１１月２０日  消防署はしご付消防自動車（ニッサンディーゼル・３８m級）更新する。 

２４日  北分署救急車を高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）に更新する。 
平成１３年 ３月 ８日  消防長日吉孝、副参事兼総務課長大木三郎、東分署長清水稔夫、消防庁

長官より永年勤続功労章を授与される。 
４月 １日  消防長日吉孝氏退職、後任消防長に小川和雄（第１０代）が就任する。 

－１０－ 



平成１３年 ４月 １日  消防職員５名を採用、２２７名となる。 
         １日  総務省消防庁（予防課予防調査係）に消防士長長島淳を派遣する。 
        ２９日  消防団長三澤春樹氏藍綬褒章を授与される。 
      ６月 １日  上尾市消防音楽隊（隊員３２名）が発足する。 
      ９月２６日  警防車（ニッサン・キャラバン）更新する。 
        ３０日  消防フェアを上尾市民体育館にて開催する。 
     １２月 ７日  日栄プラスチック株式会社よりヘルメット（大人用・子供用）の寄贈 
             を受ける。 
平成１４年 ３月 ６日  南分署長島田光一、東分署長菅野和男、消防庁長官より永年勤続功労 
             章を授与される。 
        １５日  第一分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ―Ⅰ型）更新する。 
      ４月 １日  消防長小川和雄氏退職、後任消防長に大川原富夫（第１１代）が就任 
             する。 
         １日  現場活動の強化を図るため、係制からグループ制に組織を改正する。 
         １日  消防職員５名を採用、２３０名となる。 
         １日  総務省消防庁（救急救助課救助係）に消防司令補柳川幸助を派遣する。 
         １日  埼玉県消防防災課に消防司令吉田春男を派遣する。 
         １日  埼玉県消防学校に消防士長中山一之を派遣する。 
      ５月３１日  蓮田市在住内田好明氏より腕用ポンプの寄贈を受ける。 
      ８月２１日  第２２回埼玉県消防操法大会が埼玉県消防学校にて開催され、上尾市消  
             防団が出場する。 
      ９月 ６日  上尾西ロータリークラブより蘇生訓練用マネキン（乳児・大人）の寄贈 
             を受ける。 
平成１５年 ２月１１日  上尾ライオンズクラブより火災予防横断幕・懸垂幕、出初式用防風幕 

の寄贈を受ける。 
２８日  南分署水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルⅠ―Ａ型、災害対

応特殊水槽付）更新する。 
 ３月 ５日  消防署参事兼消防署長日吉栄一、予防課長松本輝夫、消防署消防第一 

課長友光幸雄、西分署長野口圀明、消防庁長官より永年勤続功労章を 
             授与される。 

 ４月 １日  消防職員定数条例改正、２５５名となる。 
    １日  消防職員５名を採用、２３２名となる。  

          １日  総務省消防庁（予防課危険物保安室）に消防士長赤沼伸晃を派遣する。 
 ９月１９日  予防車（ニッサン・キャラバン）更新する。 

        ２８日  消防フェアを上尾市民体育館にて開催する。 
１０月１９日  第１回上尾市消防団・伊奈消防団合同消防操法大会を開催する。 

平成１６年 ３月 ４日  消防長大川原富夫、消防庁長官より功労章を、消防署消防第二課長 
             石井勇二、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

 
－１１－ 



平成１６年 ４月 １日  消防長大川原富夫氏退職、後任消防長に大木三郎（第１２代）が就任 
する。 

         １日  消防団長に鈴木博氏（第７代）が就任する。 
         １日  消防職員１０名を採用、２３７名となる。 
         １日  総務省消防庁（総務課国民保護室）に消防士長穐谷功を派遣する。 
         １日  埼玉県消防学校に消防士長鈴木康夫を派遣する。 
         １日  埼玉県防災航空隊に消防士長関矢富明を派遣する。 
      ７月１３日  新潟・福島豪雨発生、緊急援助隊として消火小隊１隊、救急小隊１隊、

積載車（ボート搬送）を新潟県見附市、三条市に派遣する。 
（１４～１５日７名） 

     １０月２３日から２７日まで第５９回秋季国民体育大会（自転車ロード・柔道）の消防警

戒を実施する。 
        ２３日  新潟県中越地震発生、緊急援助隊として救急小隊１隊を新潟県小千谷市

に派遣する（２４～２５日４名）。 
平成１７年 １月２６日  消防署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

 ３月 ４日  南分署長萩原忠夫、消防団長鈴木博氏、消防庁長官より永年勤続功労 
        章を、上尾市消防本部及び上尾市消防団に連名にて消防庁長官より表彰 
        旗を授与される。 

        １０日  平方分署に水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルⅠ－Ａ型）を

配備する。 
        １８日  平方１７１３番地１に平方分署（複合施設）が完成。同敷地内に耐震性 
             防火水槽（ 100㎥ ）を設置する。 
        １８日  平方分署に連絡車（トヨタ・ハイラックスサーフ）を配備する。 
        ３０日  消防署に指揮車（ニッサン・キャラバン）を配備する。 
      ４月 １日  消防長大木三郎氏退職、後任消防長に濵野秀彦（第１３代）が就任する。 
         １日  消防職員１２名を採用、２４６名となる。 
         １日  総務省消防庁（予防課危険物保安室）に消防士長島垣弘和を派遣する。 

    １日  平方分署を開署する。水槽付消防ポンプ自動車１台、連絡車１台、職員

１５名をもって業務を開始する。 
      ５月１２日  救助艇（ゴムボート５人乗り）及びヤマハ発動機６８２Ｋ型船外機を平

方分署に配備する。 
 ９月 １日  消防署分署名称を変更する。西分署を大石分署、東分署を原市分署、南

分署を大谷分署、北分署を上平分署とする。  
平成１８年 ２月１３日  第六分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ－Ⅰ型）更新する。 

 ３月 ３日  参事兼次長小峯義雄、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 
   １３日  大石分署消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ－Ⅰ型）更新する。 

１４日  消防署非常用消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ－Ⅰ型）更 
     新する。 
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平成１８年 ４月 １日  消防長濵野秀彦氏退職、後任消防長に小峯義雄（第１４代）が就任する。 
         １日  消防職員１０名を採用、２５２名となる。 

１日  総務省消防庁（予防課予防係）に消防士長石附高行を派遣する。 
１日  埼玉県消防学校に消防士長伊藤啓成を派遣する。 
１日  緊急消防援助隊（県外応援可能小隊）の登録隊数を消火小隊１隊、救急

小隊１隊の計２隊から消火小隊２隊、救急小隊１隊の計３隊へ増隊登録

の変更をする。 
１日  携帯電話による１１９番通報の直接受信を開始する。 

         １日  平方分署、救急業務を開始する。 
      ７月 ３日  査察指導車（トヨタ・サクシードワゴン）更新（リース）する。 
        １８日  前指令車を総務車（ニッサン・ティアナ）として更新（リース）する。 
      ９月 １日  消防署物資輸送車（トヨタ・トヨエース）、指令車、大石分署、大谷分

署、上平分署の各連絡車（トヨタ・サクシードワゴン）更新（リース）

する。 
平成１９年 １月１９日  第四分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ－Ⅰ型）更新する。 

２月１５日  大石分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 
４月 １日  消防職員定数条例改正、２７５名となる。 

    １日  消防職員８名を採用、２５８名となる。 
         １日  総務省消防庁（防災課防災情報室）に消防士長加藤光を派遣する。 

６月 １日  消防本部連絡車（トヨタ・エスティマハイブリッド）更新（リース） 
             する。 
     １１月 １日  消防署訓練棟（Ａ塔・Ｂ塔）の改修工事を行う。 
        ２６日  西消防署に救助工作車（ニッサンディーゼル）を配備する。 
        ２８日  中分１－２３２番地に西消防署（複合施設）が完成。鉄骨造３階建、 
             敷地面積 5019㎡、延面積 3608㎡、（西消防署 2284㎡）付属施設訓練 

塔鉄骨造５階建 175㎡、同敷地内に耐震性防火水槽（ 100㎥ ）を設置 

する。 
平成２０年 １月 １日  大石分署を廃止し、西消防署を開署する。水槽付消防ポンプ自動車１台、

ポンプ車１台、救助工作車１台、高規格救急車１台、連絡車１台、職員

３７名をもって業務を開始する。 
    １日  消防署名を旧消防署から東消防署に改め、２署４分署体制となる。 

      ２月 ７日  大谷分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 
        １５日  第八分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ－Ⅰ型）更新する。 

   ２８日  東消防署消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ－Ⅰ型）更新する。 
 ４月 １日  消防長小峯義雄氏退職、後任消防長に関根千春（第１５代）が就任する。 

         １日  消防職員１０名を採用、２６０名となる。 
１日  総務省消防庁（予防課危険物保安室）に消防士長吉田愼を派遣する。 
１日  埼玉県消防学校に消防士長長島孝一を派遣する。 
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平成２０年 ８月２３日  第２５回埼玉県消防操法大会が埼玉県消防学校にて行われ、上尾市消 
             防団が出場、準優勝を収める。  

１２月 ９日  第三分団車庫・詰所を上尾市柏座二丁目１３番１２号に新築移転する。 
平成２１年 １月 ８日  原市分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

９日  東消防署救助工作車（ニッサンディーゼル）更新する。 
２月 ６日  第三分団消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルＣＤ－Ⅰ型）更新する。 
３月 ２日  原市分署連絡車（トヨタ・サクシードワゴン）更新（リース）する。 

６日  参事兼東消防署長岡安正明、副参事兼原市分署長浅子武男、消防庁長官

より永年勤続功労章を授与される。 
 ４月 １日  消防長関根千春氏退職、後任消防長に栗原実（第１６代）が就任する。 

         １日  消防職員６名（女性消防士１名）を採用、２５９名となる。 
１日  総務省消防庁（予防課制度係）に消防士長中川憲を派遣する。 
１日  西消防署複合施設内防災体験コーナー（地震・消火体験、映像コーナー）

が消防本部管理となる。 
１１月 ２日  東消防署非常用高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

１３日  第１５回埼玉県下消防音楽隊合同演奏会（事務局・羽生市消防本部）が 
市文化センターにて１３消防本部参加のもと開催される。 

１２月１４日  原市分署水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルⅠ－Ａ型）更新

する。 
平成２２年 １月１５日  上平分署水槽付消防ポンプ自動車（ニッサンディーゼルⅠ―Ｂ型・災害

対応特殊水槽付）更新する。 
     ３月 ５日  消防団長鈴木博氏、消防庁長官より功労章を、消防長栗原実、次長栁 
            本俊夫、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

４月 １日  消防職員７名を採用、２６０名となる。 
          １日  総務省消防庁（予防課行政係）に消防士長松﨑博を派遣する。 

  １日  埼玉県消防学校に消防士長栁川光充を派遣する。 
２２日  上平分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

 ５月１０日  元消防団長山田滋男氏瑞宝単光章を授与される。 
２４日  第二分団消防ポンプ自動車（日野ＣＤ－Ⅰ型）更新する。 

 ７月２６日  東消防署化学消防ポンプ自動車（日野Ⅱ型）更新する。 
 ９月 １日  原市分署消防ポンプ自動車・上平分署消防ポンプ自動車（日野ＣＤ―Ⅰ

型）更新する。 
２４日  東消防署水槽付消防ポンプ自動車（ＵＤトラックスⅠ－Ｂ型・災害対応

特殊水槽付）更新する。 
平成２３年 ３月 ３日  西消防署長木村安男、消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

１０日  大谷分署はしご付き消防自動車を屈折はしご付消防自動車（日野２５m） 

に更新し、西消防署に配備する。 
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平成２３年 ３月１１日  東北地方太平洋沖地震発生、緊急消防援助隊として消火小隊１隊を岩手

県陸前高田市に派遣する（３月３１日派遣終了まで延べ２５名）。３月

２６日より救急小隊１隊を福島県福島市・本宮市に派遣する（４月１０

日まで延べ１２名、４月２２日より５月４日まで延べ９名）。 

      ４月 １日  消防職員定数条例改正、２６７名となる。 

         １日  消防長栗原実氏退職、後任消防長に成井正美（第１７代）が就任する。 

         １日  消防職員４名（女性消防士１名）を採用、２５８名となる。 

         １日  埼玉県消防学校（救急救命士養成所）に消防司令補長嶋健一を派遣する。 

        ２９日  消防団長鈴木博氏、藍綬褒章を受章する。  

     １１月 ３日  前消防団長三澤春樹氏、瑞宝双光章を受章する。       

平成２４年 ３月 ８日  消防長成井正美、次長戸井田行雄、西消防署長河原塚律緒、消防庁長官

より永年勤続功労章を授与される。         

 ４月 １日  消防職員９名を採用、２６０名となる。 

         １日  総務省消防庁（総務課消防技術政策室）に消防士長神園紳吾を派遣する。  

１日  埼玉県消防学校に消防司令補板倉義秀を派遣する。 

         １日  緊急消防援助隊（県外応援可能小隊）の登録数を消火小隊２隊、救急小

隊１隊計３隊から消火小隊３隊、救助小隊１隊、救急小隊１隊の計５隊

へ増隊登録の変更をする。 

      ６月１１日  西消防署大谷分署消防ポンプ自動車（日野ＣＤ－Ⅰ型）更新する。 

平成２５年 ３月 １日  消防緊急通信指令システムを更新し、伊奈町と試験運用を開始する。 

  ６日  参事兼東消防署長笹本和男、次長山嵜秀樹、消防庁長官より永年勤続功 

労章を授与される。 

        １８日  総務省消防庁より、消防組織法第５０条の国有財産等の無償使用許可に

よる３ｔ級重機（コマツ）及び重機搬送車（日野）を貸与される。（緊

急消防援助隊・震災対応特殊車両） 

２２日  第五分団車庫・詰所を菅谷２５７番地１に新築する。 

      ４月 １日  消防長成井正美氏退職、後任消防長に中村進（第１８代）が就任する。 

 １日  消防職員３名を採用、２６０名となる。 

 １日  総務省消防庁（総務課消防技術政策室）に消防士長福田宗貴を派遣する。 

         １日  埼玉県防災航空隊に消防司令補鈴木伸也を派遣する。 

         １日   上尾市・伊奈町消防通信指令事務協議会が発足する。 

上尾市・伊奈町消防指令センターの共同運用を開始する。 

          １日   緊急消防援助隊（県外応援可能小隊）の登録数を消火小隊３隊、救助 

             小隊１隊、救急小隊１隊計５隊から消火小隊３隊、救助小隊１隊、救急

小隊１隊、特殊装備小隊１隊の計６隊へ増隊登録の変更をする。 

      ９月 １日   メール１１９、ＦＡＸ１１９の業務を開始する。 

１２月１６日  第五分団消防ポンプ自動車（日野ＣＤ－Ⅰ型）更新する。 

平成２６年 ３月 ５日  消防長中村進、西消防署長矢野浩之、次長山下雅弘、消防庁長官より 

        永年勤続功労章を授与される。 
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平成２６年 ４月 １日  消防長中村進氏退職、後任消防長に加藤一美（第１９代）が就任する。 

         １日  消防職員１２名（うち女性消防士１名）を採用、２６０名となる。 

         １日  総務省消防庁（防災課防災情報室）に消防士長関根晋平を派遣する。 

         １日  組織再編により組織、事務分掌を一部変更する。 
      ７月 １日  警防車（トヨタ・ハイエース）更新（リース）する。 

      ８月 １日  消防本部連絡車（トヨタ・ノアハイブリッド）更新（リース）する。 

平成２７年 １月 ８日  平方分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

３月 ６日  消防長加藤一美、次長井原学、消防庁長官より永年勤続功労章を授与さ 

れる。  

         ６日  消防救急デジタル無線試験運用を開始する。 
６日  西消防署水槽付消防ポンプ自動車（日野Ⅰ－Ａ型）更新する。 

       ４月 １日   消防職員７名を採用、２６０名となる。 
１日  埼玉県消防学校に消防司令補金子大を派遣する。 

       ５月１４日  元消防長大川原富夫氏、瑞宝小綬章を受章する。 
７月１５日  上尾・伊奈防火安全協会より火災予防横断幕の寄贈を受ける。 

      ８月２９日  全国消防協会主催第４４回全国消防救助技術大会（溺者搬送）に関東  
        地区代表として、及川士長、辻消防士が出場する。 
１１月 １日   消防本部発足５０周年記念イベントをアリオ上尾にて開催する。 
   １１日  元消防長小川和雄氏、瑞宝小綬章を受章する。 

         ２９日から１２月１２日まで日本外交協会よりリサイクル援助事業短期技術研修

への指導員派遣依頼により、寄贈車両技術指導のためコンゴ民主共和

国ルブンバシ市に消防司令補小川宏和を派遣する。 
     １２月２８日  平方消防友の会より火災予防懸垂幕の寄贈を受ける。 
平成２８年 １月２６日  西消防署及び非常用高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

２月２５日  消防本部・東消防署改修工事（外壁）を行う。 
３月 ９日  参事兼東消防署長吉田春男、参事兼次長髙野英司、副参事兼指令課長嶋 

村睦夫、西消防署長羽成洋一、及び副団長矢島健次氏、団員青木誠氏、 
団員鈴木清氏消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

１６日  消防本部発足５０周年記念事業の一環として壁画パネルを設置する。 
４月 １日  消防長加藤一美氏退職、後任消防長に田島孝一（第２０代）が就任する。 

１日  消防団長に矢島健次氏（第８代）が就任する。 
１日   消防職員１１名（うち女性消防士１名）を採用、２６０名となる。 
１日  総務省消防庁（防災課防災情報室）に消防士長齋藤穣を派遣する。 

         １日   緊急消防援助隊（県外応援可能小隊）の登録数を消火小隊３隊、救助 

             小隊１隊、救急小隊１隊、特殊装備小隊１隊計６隊から消火小隊３隊、

救助小隊１隊、救急小隊１隊、特殊装備小隊１隊、後方支援小隊 1隊の

計７隊へ増隊登録の変更をする。 

     ５月１６日  元消防長大木三郎氏、瑞宝小綬章を受章する。 

     １２月２０日  大谷分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 
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平成２８年１２月２１日  西消防署に資機材搬送車（日野デュトロ）を配備する。 
平成２９年 ２月２７日  消防本部・東消防署屋上防水工事を行う。 

３月 ９日  次長細田平、上平分署長小鷲一三、東消防署消防第二課長戸井田千秋、 

        及び団員淺野和男氏消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

 ４月 １日  消防職員１３名（うち女性消防士１名）を採用、２６０名となる。       

         １日  埼玉県消防学校に消防司令補照内大吾を派遣する。 
５月１６日  消防団長矢島健次氏、団員松本光氏、藍綬褒章を受章する。 

８月２３日  全国消防協会主催第４６回全国救助技術指導会（ロープ応用登はん、 

        基本泳法、溺者搬送）に関東地区代表として、富永消防司令補、石田、 

泉、及川消防士長が出場する。    

１１月１５日  消防団副団長鈴木清氏、藍綬褒章を受章する。  
平成３０年 ２月 ２日  原市分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

３月 ７日  消防団員吉田浩之氏消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 
２７日  大谷分署水槽付消防ポンプ自動車（日野・レンジャー）更新する。 
２７日  東消防署女子仮眠室改修工事を行う。 

４月 １日  消防職員７名（うち女性消防士１名）を採用、２６０名となる。 
 １日  埼玉県防災航空隊に消防士長角田泰伸を派遣する。 

         １日  総務省消防庁（防災課防災情報室）に消防士長池田敦史を派遣する。 
         １日   緊急消防援助隊（県外応援可能小隊）の登録数を消火小隊３隊、救助 

            小隊１隊、救急小隊１隊、特殊装備小隊１隊、後方支援小隊 1隊の計７

隊から消火小隊４隊、救助小隊１隊、救急小隊１隊、特殊装備小隊１隊、

後方支援小隊 1隊の計８隊へ増隊登録の変更をする。 

   ８月 １日  上尾市平方消防友の会より消防バックパネルの寄贈を受ける。 
９月 ９日  市制施行６０周年記念消防フェアを上尾市消防本部にて開催する。 

  １０月 ５日  埼玉中央生コン協同組合、串橋建材株式会社と大規模災害発生時の消火 

用水搬送協力に関する協定を締結する。 

          ５日  埼玉県解体業協会と災害時における消防活動の協力に関する協定を締 

結する。 

     １１月１２日  元消防長小峯義雄氏、瑞宝小綬章を受章する。  
平成３１年 ２月 ６日  第七分団消防ポンプ自動車（日野ＣＤ－Ⅰ型）更新する。 
      ２月２１日  東消防署高規格救急車（ニッサン・パラメディック）更新する。 
      ３月 ６日  次長兼指令課長谷山勝造消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

３月２６日  東消防署指揮車（トヨタ・ハイエース）更新する。 
      ４月 １日  消防職員６名を採用、２６０名となる。 
         １日  埼玉県消防学校に消防司令補大澤友秀を派遣する。 
令和 元年 ７月 ３日  消防本部・東消防署冷温水発生機（一般系統）改修工事を行う。 

１１日  株式会社セブン-イレブン・ジャパンとコンビニエンスストアへの自動 
体外式除細動器設置に係る基本協定を締結し、市内３１カ所に設置され 
る。 

－１７－ 



令和 元年 ８月２５日  全国消防協会主催第４８回全国救助技術指導会（ロープ応用登はん、 
        溺者搬送）に関東地区代表として、石田、泉、及川消防士長、田中消 

１２月１７日  消防団員吉田浩之氏、藍綬褒章を受章する。 
   ２年 １月 ９日  上平分署高規格救急車（トヨタ・ハイメディック）更新する。 

３月 ４日  東消防署長横山重一消防庁長官より永年勤続功労章を授与される。 

１５日  第二分団車庫・詰所を上尾市愛宕三丁目２３番３４号に新築移転する。 

      ４月 １日  消防職員１１名（うち女性消防士２名）を採用、２６７名となる。 

             大谷分署に新規高規格救急車を配備し２台体制となる。 

             総務省消防庁（防災課防災情報室）に消防士松本大幹を派遣する。 

             緊急消防援助隊（県外応援可能小隊）の登録数を消火小隊４隊、救助 

            小隊１隊、救急小隊１隊、特殊装備小隊１隊、後方支援小隊 1隊の計８

隊から消火小隊４隊、救助小隊１隊、救急小隊２隊、特殊装備小隊１隊、

後方支援小隊 1隊の計９隊へ増隊登録の変更をする。 

         ９月１６日   東消防署はしご付き消防自動車（３０m 級）（日野・プロフィア）更新

する。 

     １１月２７日  消防本部・東消防署冷温水発生機（２４時間系統）改修工事を行う。 
     １２月１８日  大谷分署空調設備改修工事を行う。 

   ３年 １月２７日  平方分署水槽付消防ポンプ自動車（いすゞフォワードⅠ―Ａ（ホース延

長用資機材有））更新する。  

      ２月 １日  Ｎｅｔ１１９の業務を開始する。 

３月１０日  消防長田島孝一消防庁長官より功労章を授与される。 

             西消防署長柳川幸助、副団長大倉豊氏、消防庁長官より永年勤続功労章 

を授与される。 

４月 １日  消防長田島孝一氏退職、後任消防長に矢部広巳（第２１代）が就任する。 

             消防団長に大倉豊氏（第９代）が就任する。 

             消防職員９名（うち女性消防士２名）を採用、２６７名となる。 

             埼玉県消防学校に消防司令補原稔幸を派遣する。 
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